
中学校部活動の地域移行に関する意向調査結果
調査期間： 令和６年10月28日～令和６年11月12日

調査対象： 84（スポーツ活動72、文化芸術活動12)

有効回答： 61

令和7年1月27日現在



全回答

ある, 9

検討する, 14

ない, 36

未回答, 2

問４ 休日に参加を希望する中学生の

受入(指導)意思はありますか

意思あり, 19

難しい, 34

個人的に協

力可, 4

未回答, 4

問10 派遣依頼があれば出向いて指導者

として協力する意思はありますか。

また個人的に協力できる人はいますか 検討者いる, 
5

検討者いな

い, 43

未回答, 13

問11 中学生のクラブチームを新たに

検討されている人はいますか

ある, 8

検討する, 12

ない, 36

未回答, 5

問４ 平日に参加を希望する中学生の

受入(指導)意思はありますか



現在の部活動種目

ある, 4

検討する, 7

ない, 21

未回答, 0

問４ 休日に参加を希望する中学生の

受入(指導)意思はありますか

意思あり, 8

難しい, 20

個人的に協

力可, 3

未回答, 1

問10 派遣依頼があれば出向いて指導者

として協力する意思はありますか。

また個人的に協力できる人はいますか 検討者いる, 
1

検討者いな

い, 27

未回答, 4

問11 中学生のクラブチームを新たに

検討されている人はいますか

ある, 3

検討する, 5

ない, 24

未回答, 0

問４ 平日に参加を希望する中学生の

受入(指導)意思はありますか



問13　自由記述（受入れに必要な条件や不明な点など）　抜粋

指導者 ・指導者の待遇(責任の所在、報酬)がはっきりしないと、募集できない。

・各活動の指導者を職業として採用し、指導者が生活できるように

・時給の検討をしてほしい。

・報酬等をもらえば、充分な技術向上の指導ができないと、責任を感じる。

・学校行事により日によって活動時間が変われば、指導者もそろわない。

・指導者の人数に対して参加者数が多く、目が行き届かないことが予想される。

・大人数の生徒で、少人数の指導者では指導が十分できない.

・特別支援生徒への個別の対応が難しい。

・教職員以外が平日に協力するのは難しい。

・近隣の大学と協力し、指導に当たっていただく。

・どのようなレベルの協力が必要か、具体的な話を聞きたい。

・指導ではなく、一緒に練習・試合等で楽しむしかできない。

・受け入れできないが、要請に基づき、出向いて一緒に練習は可能。

・学童野球チームであるため、中学生が一緒に活動することは難しい。

・中学生をクラブチームではなく、少年と一緒に遊びで見ている程度。

保険 ・練習中、登下校時に事故等があった場合の責任は？

・保険は市で取りまとめて加入してほしい。

場所 ・練習道具の保管場所がない。

・練習会場の利用可能日からすると、毎週練習できない。

・楽器のパートごとに練習できるだけの、多くの部屋が必要。

・高校で高校生と一緒に練習することを模索中。

移動 ・生徒が自転車で来る場合、遠方はしんどい。

費用 ・市からの経済的な援助が当然必要である。

・現状の部活動の活動費程度の負担で参加できるよう、市が受入先に補助を出す方法での運営が望ましい。

その他 ・もっと続けたいという小学生がいる。小学6年で修了するのは残念

・部活動と仕事としてして受け入れていることをどう分けていくか。

・素直な心が、のびのび出せる場を大人が作れますように。


